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)0,,(),1,0,0( vuQA のとき )1,,(  vuAQ であり、直線 AQ上の点は )1,,( tvtutAQtOA  と表せる。 

直線 AQと球面 S の点 A以外の交点を求める。 
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点Qは球面 S の外部にあり、 0122  vu は明らかである。 

すべての成分が
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以上であるから 
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整理して 
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円 1)( 222  kvku と 1)( 222  kkvu の交点を求める。これらの円は uv  に関して対称であるから 
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図示すると、 3k のときQの存在範囲は 1点のみ、 3k のとき網掛け部のようになり、境界線を含む。 
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